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特  集
アジアにおける
航空貨物と空港

●
は
じ
め
に

　

大
韓
民
国
（
以
下
、
韓
国
）
で
は
国

家
を
挙
げ
て
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

国
際
物
流
ハ
ブ
の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
韓
国
の
輸
出
入

貨
物
の
増
加
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
国
の
積
替
え
貨
物
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
貨
物
）
の
取
り
込
み
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
結
果
、
航
空
貨
物
に
お
い
て
は
、

仁
川
空
港
が
世
界
第
四
位
の
貨
物
取
扱

高
、
大
韓
航
空
が
世
界
第
五
位
の
貨
物

輸
送
量
（
二
〇
一
四
年
）
を
誇
る
ま
で

に
成
長
し
た
。
韓
国
に
お
け
る
半
導
体

や
携
帯
電
話
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
関
連
の
製

造
業
は
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
急
成
長
し
、

製
品
の
輸
出
と
と
も
に
電
子
部
品
や
半

導
体
材
料
な
ど
の
輸
入
が
増
加
し
た
後
、

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
東
南

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
海
外
生
産
の
展

開
に
と
も
な
う
部
品
の
輸
出
が
増
加
し

た
。
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
は
リ

ー
ド
タ
イ
ム
を
大
き
く
短
縮
す
る
こ
と

渡
部 

大
輔

韓
国
に
お
け
る
航
空
貨
物
と
空
港

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
高
付
加
価
値
商
品

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
効
率
化
に
大

き
く
貢
献
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
参
考
文
献
⑤
に
基
づ
き
、
韓
国

に
お
け
る
航
空
貨
物
と
空
港
の
現
状
に

つ
い
て
概
観
す
る
。

●
韓
国
に
お
け
る
航
空
貨
物

　

国
際
線
と
国
内
線
の
貨
物
取
扱
量

（
純
貨
物
、
手
荷
物
、
郵
便
物
の
合
計
）

の
推
移
は
、
図
１
の
よ
う
に
示
さ
れ
、

二
〇
一
五
年
は
対
前
年
比
で
、
国
際
線

で
三
・
二
％
、
国
内
線
で
一
・
六
％
と
、

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
国
際
線
に
お
い

て
は
、
一
貫
し
て
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
、

特
に
一
九
九
〇
年
代
か
ら
急
激
な
伸
び

が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
（
一
九
九
七
年
）、
ア
メ
リ
カ
同
時

多
発
テ
ロ
（
二
〇
〇
一
年
）、
重
症
急
性

呼
吸
器
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）の
流
行（
二

〇
〇
三
年
）、
リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ
ク
（
二

〇
〇
八
年
）
な
ど
を
契
機
と
し
た
世
界

経
済
の
低
迷
や
航
空
需
要
の
減
少
に
と

も
な
い
、
一
時
的
な
減
少
が
み
ら
れ
る
。

一
方
、
国
内
線
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇

〇
年
代
初
頭
ま
で
は
増
加
傾
向
が
み
ら

れ
た
が
、
全
国
的
な
高
速
道
路
の
整
備

や
二
〇
〇
四
年
の
韓
国
高
速
鉄
道

（K
orea T

rain Express

：
Ｋ
Ｔ
Ｘ
）

開
通
な
ど
陸
上
交
通
と
の
競
合
に
よ
り
、

国
内
線
の
航
空
路
線
が
大
幅
に
縮
小
さ
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図 1　航空貨物取扱量

（出所）参考文献③および④より筆者作成。
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れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
そ
の
後
は
一

転
し
て
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か

し
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
参
入
に
よ
り
済
州
島
を
中
心
と

し
た
路
線
網
拡
大
が
み
ら
れ
、
航
空
貨

物
の
減
少
に
も
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

る
。

　

航
空
会
社
に
つ
い
て
は
、
大
手
航
空

会
社
（Full Service Carrier

：
Ｆ
Ｓ

Ｃ
）
で
あ
る
大
韓
航
空
（
一
九
六
二
年

設
立
、
一
九
六
九
年
民
営
化
）、
ア
シ

ア
ナ
航
空
（
一
九
八
八
年
設
立
）
と
と

も
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、

格
安
航
空
会
社
（Low

 Cost Carrier

：

Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
い
る
。

貨
物
取
扱
量
（
二
〇
一
五
年
）
に
お
い

て
、
表
１
の
よ
う
に
大
韓
航
空
と
ア
シ

ア
ナ
航
空
が
、
国
内
線
、
国
際
線
と
も

に
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
一
方
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
対
前
年
比
で
の
増
加
率
が
高

い
こ
と
か
ら
、
成
長
著
し
い
こ
と
が
分

か
る
。
な
か
に
は
、
国
際
貨
物
に
特
化

し
た
エ
ア
仁
川
（
二
〇
一
二
年
設
立
）

の
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
小
型

フ
レ
ー
タ
ー
を
運
航
し
て
い
る
特
徴
的

な
会
社
も
み
ら
れ
る
。

　

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
、
Ｌ
Ｇ
や

三
星
な
ど
大
手
メ
ー
カ
ー
の
系
列
会
社

や
主
要
物
流
企
業
と
と
も
に
、
欧
米
系

大
手
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
上
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
て
い
る
も
の
の
、
中
小
企
業
が

主
体
と
な
っ
て
い
る
。

●
韓
国
に
お
け
る
空
港

　

韓
国
国
内
に
は
図
２
の
よ
う
に
、
一

五
カ
所
の
空
港
が
あ
る
。
空
港
の
階
層

図 2　空港立地と圏域

（出所）参考文献②より筆者作成。

表 1　航空会社別貨物取扱量（2015 年）

分類 会社名
国際線 国内線

総貨物（トン） 増減率（％） 総貨物（トン） 増減率（％）

FSC
大韓航空 1,514,637 2.1 125,199 -7.9 
アシアナ航空 810,630 0.0 67,333 -3.8 

LCC

エア釜山 26,323 98.9 21,801 0.8 
エア仁川 9,919 93.6 0 -
イースター航空 15,014 25.0 10,295 7.5 
済州航空 35,554 19.3 20,463 15.7 
ジンエア 21,953 48.9 30,369 76.2 
ティーウェイ航空 11,279 58.6 12,321 11.4 

外国航空会社 1,073,460 3.7 - -
合計※ 3,518,772 3.2 287,781 1.6 

（注）※会社別の数値を四捨五入しているため合計と一致しない。
（出所）参考文献③より筆者作成。
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構
造
と
し
て
、
中
枢
空
港
に
仁
川
、
地

域
中
心
空
港
と
し
て
金
浦
、
清
州
、
務

安
、
金
海
、
済
州
の
各
空
港
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。
仁
川
空
港
は
仁
川
国
際
空

港
公
社
、
そ
れ
以
外
の
空
港
は
韓
国
空

港
公
社
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る
。
地

方
部
の
空
港
は
主
に
一
九
六
〇
～
七
〇

年
代
前
半
に
か
け
て
、
主
要
都
市
に
整

備
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
襄
陽

と
務
安
の
両
空
港
が
新
設
さ
れ
、
近
接

す
る
小
規
模
な
地
方
空
港
の
統
廃
合
が

進
め
ら
れ
た
。
以
下
、
主
要
空
港
の
概

要
を
ま
と
め
る
。

・	

仁
川
空
港
：
ソ
ウ
ル
中
心
部
か
ら
西

方
約
五
〇
キ
ロ
の
仁
川
広
域
市
沖
合

の
永
宗
島
に
位
置
し
て
お
り
、
北
東

ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
と
な
る
べ
く

二
〇
〇
一
年
に
開
設
さ
れ
た
。
詳
細

は
次
節
に
て
論
じ
る
。

・	

金
浦
空
港
：
ソ
ウ
ル
特
別
市
江
西
区

に
位
置
し
て
お
り
、
長
年
韓
国
に
お

け
る
空
の
玄
関
口
と
し
て
使
用
さ
れ

て
お
り
、
ソ
ウ
ル
都
心
部
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
強
み
と
な
っ
て
い
る
。
仁
川

空
港
の
開
港
に
と
も
な
い
国
内
線
の

み
の
運
行
と
な
っ
た
も
の
の
、
近
距

離
主
体
の
国
際
線
が
日
本
、
中
国
、

台
湾
の
三
カ
国
六
都
市
（
二
〇
一
四

年
一
月
）
に
就
航
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
短
距
離
路
線
を
中
心
に
急

激
に
需
要
を
増
加
さ
せ
、
高
い
搭
乗

率
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
に
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
基
幹
空
港
と
し

て
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る
。

・	

済
州
空
港
：
韓
国
最
大
の
島
で
あ
る

済
州
島
に
位
置
し
、
国
内
線
に
お
い

て
、
旅
客
数
、
貨
物
取
扱
量
と
も
に

第
一
位
の
空
港
で
あ
り
、
国
際
線
に

お
い
て
も
中
国
、
日
本
、
香
港
な
ど

へ
の
路
線
が
就
航
し
て
い
る
。
島
嶼

部
と
い
う
地
理
的
条
件
に
よ
り
、
空

港
の
需
要
の
継
続
的
な
増
加
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
島
内
南
部
に
お
け
る

新
空
港
の
計
画
策
定
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

・	
金
海
空
港
：
韓
国
第
二
の
大
都
市
で

あ
る
釜
山
広
域
市
に
位
置
し
、
金
浦
、

済
州
へ
の
国
内
線
と
と
も
に
、
東
南

ア
ジ
ア
地
域
を
含
め
多
数
の
国
際
線

が
運
航
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年

に
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
新
設
さ
れ

た
も
の
の
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
飽

和
状
態
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
空
港
の
開
設
に
向
け
た
計

画
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

各
空
港
の
貨
物
取
扱
量
（
二
〇
一
五

年
）
は
、
表
２
の
よ
う
に
、
国
際
線
で

は
仁
川
空
港
へ
の
一
極
集
中
が
著
し
く
、

国
内
線
で
は
金
浦
空
港
と
済
州
空
港
で

の
取
扱
い
が
多
い
。
地
方
空
港
に
お
い

て
は
、
金
海
、
大
邱
、
務
安
の
よ
う
に

国
際
線
、
国
内
線
と
も
に
対
前
年
比
で

大
き
く
増
加
し
て
い
る
空
港
も
あ
れ
ば
、

襄
陽
の
よ
う
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る

空
港
も
あ
る
。

●
仁
川
空
港
の
ハ
ブ
空
港
戦
略

　

仁
川
空
港
に
は
国
際
線
が
五
四
カ
国

一
九
五
都
市
、貨
物
便
（
フ
レ
ー
タ
ー
）

が
四
三
カ
国
、
九
〇
都
市
（
二
〇
一
四

年
一
月
）
に
就
航
し
て
お
り
、
韓
国
内

の
国
際
航
空
貨
物
に
お
け
る
重
量
の
約

九
八
％
、
貿
易
額
の
約
二
二
％
を
取
り

扱
う
韓
国
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
。

韓
国
の
輸
出
入
貨
物
の
他
に
、
他
空
港

へ
の
積
替
を
と
も
な
う
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

貨
物
の
誘
致
が
戦
略
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
黄
海
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
中
国

の
存
在
が
大
き
く
、
二
〇
〇
六
年
の
韓

中
航
空
自
由
化
に
よ
り
中
国
発
着
の
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨
物
の
取
扱
量
が
急
増
し
、

翌
年
に
は
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
貨
物
の
割
合

が
五
〇
％
に
達
し
た
も
の
の
、
そ
の
後

の
米
中
航
空
自
由
化
や
中
国
・
欧
州
間

の
直
行
便
の
増
加
等
の
影
響
に
よ
り
、

二
〇
一
四
年
に
は
四
四
％
程
度
ま
で
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
、
仁
川
港
と
中
国

を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
を
活
用
し
、
運
賃
の

表 2　空港別貨物取扱量（2015 年）

空港名
国際線 国内線

総貨物（トン） 増減率（％） 総貨物（トン） 増減率（％）

仁川 3,321,716 2.7 9,034 -1.8 

金浦 75,679 -1.4 195,386 0.1 

金海 87,411 32.5 59,283 3.5 

済州 21,104 -8.2 257,614 2.1 

大邱 3,607 43.4 16,872 3.6 

光州 - - 15,796 2.8 

務安 2,064 31.8 614 260.5 

清州 5,995 14.8 13,806 10.1 

襄陽 1,183 -34.7 168 -70.6 

麗水 - - 1,993 -2.8 

蔚山 - - 2,601 3.2 

泗川 10 - 648 2.6 

浦項 - - 0 -

群山 - - 1,301 24.3 

原州 - - 444 -0.8 

合計 3,518,772 3.2 575,561 1.6 

（出所）参考文献①より筆者作成。
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低
廉
な
海
上
輸
送
と
高
速
な
航
空
輸
送

の
メ
リ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
一

貫
輸
送
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ａ
＆
Ａ
Ｉ
Ｒ
輸
送

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

貨
物
関
連
の
施
設
と
し
て
は
、
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区
と
空
港
物
流
団
地
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（Private Finance Initiative

）
に
よ

り
民
間
事
業
者
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

貨
物
施
設
の
な
か
で
最
大
規
模
を
誇
る

大
韓
航
空
第
一
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
冷

蔵
庫
や
高
価
値
商
品
用
倉
庫
な
ど
様
々

な
貨
物
に
対
応
し
た
設
備
を
備
え
る
と

と
も
に
、
搬
送
や
保
管
に
関
す
る
自
動

化
・
省
力
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
空

港
物
流
団
地
は
、
物
流
企
業
を
主
体
と

し
た
第
一
期
地
区
（
二
〇
〇
六
年
供
用

開
始
）、
製
造
業
を
主
体
と
し
た
第
二

期
地
区
（
二
〇
一
二
年
供
用
開
始
）
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
自
由
貿
易
地
域

（Free T
rade Zone

：
Ｆ
Ｔ
Ｚ
）
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
施
設
や
原
材
料
に

対
し
て
関
税
や
付
加
価
値
税
の
免
除
、

賃
貸
料
の
減
免
、
法
人
税
な
ど
の
免
除

な
ど
の
優
遇
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
自
由
貿
易
協
定
（Free Trade 

A
greem

ent

：
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
活
用
し

た
特
恵
関
税
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
効
果

も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ブ
空
港
と
し

て
の
成
長
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
新

規
就
航
や
増
便
、
深
夜
便
の
就
航
に
対

す
る
着
陸
料
な
ど
の
減
免
と
と
も
に
、

近
年
の
航
空
貨
物
市
場
の
低
迷
に
対
応

し
、
貨
物
便
の
着
陸
料
や
Ｆ
Ｔ
Ｚ
賃
貸

料
の
さ
ら
な
る
減
免
な
ど
、
貨
物
の
誘

致
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け

て
い
る
。

　

そ
し
て
現
在
、
第
三
段
階
建
設
工
事

が
二
〇
一
七
年
の
完
成
を
目
指
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
工
事
は
大
韓
航

空
が
使
用
予
定
で
あ
る
第
二
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
が
大
き
な
目
玉
と
し
て

進
め
ら
れ
て
お
り
、
貨
物
関
係
で
は
駐

機
場
の
増
設
と
と
も
に
、
エ
ク
ス
プ
レ

ス
貨
物
を
中
心
と
し
た
第
二
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
地
区
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
よ
り
Ｋ
Ｔ

Ｘ
に
よ
る
鉄
道
貨
物
輸
送
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
半
導
体
や
携
帯
電
話
、
医
薬

品
な
ど
の
製
造
業
が
集
積
す
る
亀
尾
や

大
邱
な
ど
の
内
陸
都
市
と
仁
川
空
港
と

の
間
を
最
高
時
速
三
〇
〇
キ
ロ
、
約

一
四
〇
分
で
結
ぶ
予
定
で
あ
る
。

●
航
空
貨
物
・
空
港
整
備
に
関
す

る
政
策
展
開

　

韓
国
に
お
け
る
航
空
、
空
港
に
関
す

る
行
政
は
、
国
土
交
通
部
（
二
〇
一
三

年
ま
で
は
国
土
海
洋
部
）
が
担
当
し
て

い
る
。
物
流
政
策
に
つ
い
て
は
、「
国

家
物
流
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
航
空

貨
物
業
界
を
含
め
た
物
流
産
業
の
育
成

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
支
援
、
航
空
物
流

に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
構
築
と

活
用
、
情
報
化
・
技
術
開
発
な
ど
物
流

政
策
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

国
際
物
流
拠
点
の
確
保
と
運
営
活
性
化
、

国
際
輸
送
網
拡
大
の
た
め
の
積
極
的
展

開
、
国
際
物
流
業
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
成

長
能
力
の
確
保
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

航
空
政
策
に
つ
い
て
は
、「
航
空
政

策
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
航
空
貨
物

に
関
連
し
て
新
規
航
空
貨
物
の
創
出
、

空
港
物
流
団
地
活
性
化
お
よ
び
施
設
拡

充
、
航
空
物
流
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
、
首
都
圏
空
港
の
競
争
力
強

化
、
需
要
に
見
合
っ
た
地
方
空
港
イ
ン

フ
ラ
の
拡
充
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
空
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
五

年
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
下
位
計
画
で
あ

る
「
空
港
開
発
中
長
期
総
合
計
画
」
に

お
い
て
、
航
空
輸
送
環
境
の
変
化
と
展

望
、
航
空
需
要
予
測
、
空
港
開
発
の
政

策
構
想
、
圏
域
別
の
空
港
開
発
計
画
、

投
資
計
画
お
よ
び
財
源
調
達
方
案
な
ど

を
含
む
計
画
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
短
期
的
な
航
空
貨
物
の
活
性
化

政
策
に
つ
い
て
は
、
民
間
企
業
と
共
同

し
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
国
際
航
空
貨

物
や
空
港
整
備
に
関
す
る
政
府
に
よ
る

戦
略
的
な
政
策
展
開
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

（
わ
た
な
べ　

だ
い
す
け
／
東
京
海
洋

大
学
准
教
授
）
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